
２．事業評価個表 

番 号 交付金事業の名称 

１ 消防ポンプ自動車更新事業 

交付対象都道府県又は

市町村その他の名称 
いちき串木野市 

交付金事業実施場所 
いちき串木野市羽島分団 

いちき串木野市羽島 5218 番地 

交付金事業の概要 消防ポンプ自動車 １台 

総事業費（千円） １９，２１５  交付金充当額（千円） １７，７３０ 

交付金事業の成果及び

評価 

国家石油備蓄基地が立地している本市は、消防本部を核に１消防署、１

分遣所、消防団本部、１２分団の消防防災体制を整えており､消防施設等

の整備については、消防施設整備事業に基づき実施し、住民の災害等に対

する不安を払拭して安心安全なまちづくりを目指している。 

 

羽島分団に配備されていた消防ポンプ自動車（さちかぜ号）は、平成４

年に導入以来、既に２０年が経過しており、最近ではポンプ関係モニター

ランプに点灯不具合がみられ、また、ポンプ本体の老朽化、止水弁等の経

年劣化による放水圧力の低下、更には吸管の経年劣化による内張ゴムの剥

離やひび割れによるピンホールの発生などにより吸水能力が低下（落差の

ある箇所から吸水ができない。）するなど、消防活動に支障を来たしてい

る状況であった。 

 

今回更新された消防ポンプ自動車は、ＣＤ－Ⅰ型で乗車定員１０名、ポ

ンプは高性能高圧タービンポンプでＡ－２級のポンプ性能を有し、自動揚

水ができる最新型の車両である。 

更新後、これまで火災出動１回、消防合同演習１回、火災防ぎょ訓練等

を３回実施、点検及び水利調査等に４回使用している。 

 

最新型の消防ポンプ自動車に更新したことにより、経年劣化による不具

合等は解消され、現場での消火活動がスムーズに行え、消防力の強化、火

災による被害の軽減が図られ、消防防災体制がより確実なものとなり、住

民の安心安全の確保に資するものと評価する。 

 

 

 

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約 

 契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額（千円） 

 消防ポンプ自動車購入 指名競争入札 鹿児島森田ポンプ㈱ １９，２１５ 

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無 

 特に予定なし 

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方 

 ポンプ車両の計画的な更新等は、住民の安心安全の確保を図るためには必要不可欠な事業であると考

える 

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 

 特に予定なし 

 

 



２．事業評価個表 

番 号 交付金事業の名称 

２ 消防用ホース（署）更新事業 

交付対象都道府県又は

市町村その他の名称 
いちき串木野市 

交付金事業実施場所 
いちき串木野市消防本部 

いちき串木野市昭和通 133 番地 1 

交付金事業の概要 ４０ｍｍ １０本  ５０ｍｍ ２０本 

総事業費（千円） １，０６８ 交付金充当額（千円） ９１２ 

交付金事業の成果及び

評価 

国家石油備蓄基地が立地している本市は、消防本部を核に１消防署、１分

遣所、消防団本部、１２分団の消防防災体制を整えており､消防施設等の整備

については、消防施設整備事業に基づき実施し、住民の災害等に対する不安

を払拭して安全安心なまちづくりを目指している。 

 

消防用ホース 50 ㎜については、65 ㎜の消防用ホースに比べ軽量で、消火

活動時における搬送等が容易であるため、火点直近において活用している。

また、消防用ホース 40 ㎜についても、軽量で放水量も少ないため、水損防止

等を考慮し、家屋内等の消火において活用している。 

消防用ホースの耐用年数は、使用頻度や取扱い方等によって異なるが、一

般的には７年程度とされている。消防署で保有している消防用ホースで、１

０年以上経過しているホースは、50 ㎜消防用ホースが５０本、40 ㎜消防用ホ

ースが２１本あり、劣化や摩耗等によって使用圧に対する漏水や破損等の恐

れが大きく、消火活動及び安全管理上支障を来たしていた。 

特に、危険物火災では、十分な人員及び消火薬剤等を集結させ、一気に鎮

火まで継続して消防活動が実施できる態勢を取ることが必要であり、そのた

めにも長時間の高圧放水に耐えられる新しいホースが必要不可欠であった。 

 

今回、更新した消防用ホースは、使用圧 1.6MPa の呼称 50 ㎜（結合金具口

径 50 ㎜）のホースが２０本及び呼称 40 ㎜（結合金具口径 40 ㎜）のホース

１０本である。 

更新後、これまで火災現場３回、その他の災害現場１回、消防合同演習１

回及び火災防ぎょ訓練１０回で使用している。 

 

今回、１０年以上経過の老朽化したホースを更新したことにより、火災現

場での漏水や破損等の発生を防止でき、現場でのスムーズな防ぎょ体制及び

安全管理が確立され、本市における消防防災体制がより確実なものとなり、

住民の安心安全の確保に資するものと評価する。 

 

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約 

 契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額（千円） 

 消防用ホース（署） 指名競争入札 (有)イズミ商事 １，０６８ 

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無 

 特に予定なし 

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方 

 消防用ホースの計画的な更新等は、住民の安心安全の確保を図るためには必要不可欠な事業であると

考える 

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 

 特に予定なし 

 

 



２．事業評価個表 

番 号 交付金事業の名称 

３ 消防用ホース(団)更新事業 

交付対象都道府県又は

市町村その他の名称 
いちき串木野市 

交付金事業実施場所 
いちき串木野市中央分団 外１１カ所 

いちき串木野市旭町１番地２ 外１１カ所 

交付金事業の概要 ６５ｍｍ ６０本  

総事業費（千円） ２，５８３ 交付金充当額（千円） ２，２８８ 

交付金事業の成果及び

評価 

国家石油備蓄基地が立地している本市は、消防本部を核に１消防署、１

分遣所、消防団本部、１２分団の消防防災体制を整えており､消防施設等

の整備については、消防施設整備事業に基づき実施し、住民の災害等に対

する不安を払拭して安全安心なまちづくりを目指している。 

 

消防用ホースの耐用年数は、使用頻度や取扱い方等によって異なるが、

一般的には７年程度とされている。消防団が保有している 65 ㎜消防用ホ

ースのうち半数近いホースがすでに１０年を経過しているもので、劣化や

摩耗等によって使用圧に対する漏水や破損等の恐れが大きく、消火活動及

び安全管理上支障を来たしていた。 

特に、危険物火災では、十分な人員及び消火薬剤等を集結させ、一気に

鎮火まで継続して消防活動が実施できる態勢を取ることが必要であり、そ

のためにも長時間の高圧放水に耐えられる新しいホースが必要不可欠で

あった。 

 

今回、更新した消防用ホースは、使用圧 1.6MPa の呼称 65 ㎜（結合金

具口径 65 ㎜）のホースで、中央・本浦・照島・羽島・荒川・旭・生福・

冠岳・湊・川南・川北・川上分団の全１２分団に各５本、合計６０本を整

備した。 

更新後、これまで火災現場２回、消防合同演習２回及び火災防ぎょ訓練３

回で使用している。 

 

今回、１０年以上経過の老朽化したホースを更新したことにより、火災

現場での漏水や、破損等の発生を防止でき、現場でのスムーズな防ぎょ体

制及び安全管理が確立され、本市における消防防災体制がより確実なもの

となり、住民の安心安全の確保に資するものと評価する 

 

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約 

 契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額（千円） 

 消防用ホース(団) 指名競争入札 ㈱熊谷消防設備 ２，５８３ 

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無 

 特に予定なし 

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方 

 消防用ホースの計画的な更新等は、住民の安心安全の確保を図るためには必要不可欠な事業であると

考える 

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 

 特に予定なし 

 

 

 



２．事業評価個表 

番 号 交付金事業の名称 

４ 防火水槽設置事業 

交付対象都道府県又は

市町村その他の名称 
いちき串木野市 

交付金事業実施場所 いちき串木野市川上地内 

交付金事業の概要 ４０㎥ Ⅲ型 １基 

総事業費（千円） ７，５８１  交付金充当額（千円） ６，６００ 

交付金事業の成果及び

評価 

国家石油備蓄基地が立地している本市は、消防本部を核に１消防署、

１分遣所、消防団本部、１２分団の消防防災体制を整えており、消防施

設等の整備については、消防施設整備事業に基づき実施し、住民の災害

等に対する不安を払拭して安心安全なまちづくりを目指している。 

 

今回、防火水槽の設置をした地区は、消防機関が消防（消火）活動を

行うために必要とする最少限度の水利について定めた消防庁告示の「消

防水利の基準」に基づいた本市の消防水利不足箇所であり、早急に消防

水利を確保する必要があったため、防火水槽 １基（容量 ４０㎥）を新

設し、防災体制の強化を図ったものである。 

 

当該防火水槽を設置後、これまでに火災等で使用したことはないが、

職員及び消防団員に周知し、設置場所の確認等を行わせ、有事に備えさ

せている。 

 

今回設置したことにより、当該地区の住宅等における消防水利不足が

解消され、火災時の消火活動が優位に展開し、防災体制がより確実なも

のとなり、住民の生命、財産を保全し安心安全の確保に資するものと評

価する。 

 

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約 

 契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額（千円） 

 防火水槽設置事業 指名競争入札 （有）福薗建設 ７，５８１ 

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無 

 特に予定なし 

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方 

 防火水槽の計画的な更新等は、住民の安心安全の確保を図るためには必要不可欠な事業であると考

える。 

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 

 特に予定なし 

 

 

 



２．事業評価個表 

番 号 交付金事業の名称 

５ 防災行政無線戸別受信機更新事業 

交付対象都道府県又は

市町村その他の名称 
いちき串木野市   

交付金事業実施場所 
いちき串木野市役所 

いちき串木野市昭和通 133 番地 1 

交付金事業の概要 コミュニティ無線戸別受信機 ９００台 

総事業費（千円） ４０，３２０ 交付金充当額（千円） ３７，０００ 

交付金事業の成果及び

評価 

国家石油地下備蓄基地が立地している本市は、万が一の災害に備え、防

災行政無線の同報系を整備し、安心安全なまちづくりに努めている。 

本市の防災行政無線戸別受信機整備については、市町村合併前の旧串木

野市で平成 6 年度から平成 8 年度に、旧市来町では平成 2 年度に、全世帯

に整備(貸与)を行っており、平成 17 年 10 月の両市町による市町村合併後

も、災害に備え、円滑な情報伝達が行われるよう引き続き防災無線戸別受

信機を整備し、防災対策の整備充実を図ってきたところである。 

しかしながら、当初整備から約 20 年が経過し、戸別受信機の故障や受

信不良が多くなり、また、平成 23 年 3 月 11 日の東日本大震災以降、市民

の防災に対する関心が高まり、新規貸与の問い合わせが多かったことか

ら、平成 24 年度に防災行政無線の再整備として地域コミュニティ無線シ

ステムを導入し、全世帯の戸別受信機の更新を行ったところである。 

平成 24 年度の再整備では、一般家庭を対象に更新を行ったところであ

るが、東日本大震災や近年の集中豪雨、台風、竜巻による被害が全国的に

発生していることから、事業所からも戸別受信機の設置要望が多く、設置

が急務であったため、昨年度整備した戸別受信機を、今回、事業所用として

900 台購入したものである。 

更新後においては、一般家庭と同様、市からの情報を朝・夕１日２回

（日・祝日の朝は除く）行っているほか、災害等が発生するおそれがある

場合等は、緊急放送を行うこととしている。 

今回事業所に戸別受信機を整備することにより、就業時間における従業者

等へも災害時の情報伝達が確実かつ円滑に行なわれるようになることから、

より一層、住民の安心安全の確保に資するものと評価する。 

交付金事業の実施に伴い締結された売買、賃借、請負その他の契約 

 契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額（千円） 

 
防災行政無線戸別受信機 

更新事業 
指名競争入札 芝浦電子工業㈱ ４０，３２０ 

成果及び評価に係る第三者機関の活用の有無 

 特に予定なし 

本事業に来年度以降も交付金を充当する場合の本事業に係る基本的な考え方 

 防災行政無線戸別受信機の計画的な更新等は、住民の安心安全の確保を図るためには必要不可欠な事

業であると考える 

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 

 特に予定なし 

 


